別表2（第4条関係）
学生支援に関する自己点検・評価
	評価実施主体
	評価実施主体の責任者
	評価対象事項
	分析項目
	実施頻度

	教育・学生生活委員会
	統括副学長
	2-1.学年暦
	・授業期間が原則として35週にわたるものになっているか
	毎年度

	
	
	2-2.卒業率及び修了率
	・標準修了年限内の卒業（修了）率が適切な水準を保っているか
	

	
	
	2-3.学生生活実態調査
	・学生生活への満足度が適切な水準を保っているか
	3年に1度

	
	
	2-4. 健康・相談総合支援機構、学生相談室、就職支援室等の利用状況
	・学生の生活、健康、就職等進路に関する相談・助言体制及び各種ハラスメント等に関する相談・助言体制を整備しているか
	原則として、次回の認証評価の受審までに1回以上

	
	
	2-5.学生の課外活動に係る支援状況
	・学生が部活動や自治会活動の課外活動が円滑に行われるよう、必要な支援がなされているか
	

	
	
	2-6.留学生に対する生活支援の実施状況
	・留学生への生活支援等を行う体制を整備し、必要に応じて生活支援等を行っているか
	

	
	
	2-7.障害のある学生等に対する支援状況
	・障害のある学生その他特別な支援を行うことが必要と考えられる学生の生活支援等を行う体制を整備し、必要に応じて生活支援等を行っているか
	

	
	
	2-8.学生に対する経済的支援の整備状況
	・学生に対する経済面での援助を行っているか
	



